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策3次沖縄天然ガス鉱床調査の記録

市町村にまたカミり調査面積はおよそ100km2である.

調査は主として琉球政府法務局臨時土地調査庁発行の5

万分の1地形図を基図として実施されたが必要な部分

については地形測量による実測図を使用した｡

数与郡原層

内には本属の上限が見られないので

その全層厚を算

燃料部福田理1奔鑑億五郎･影山邦夫･牧野登喜

男

技術都後藤遺1此留州麓･河内葵拳1牧糞一･

漆鶏公笥1永田松三1小野寺公児･丹治耕吉

物鍵探蛮部高木憶一郎･国中信一

東北曲獲所篭敢博夫(所属州アルファベット順)

足することはできないか津堅島を除く今次調査地域内

での厚さは数100㎜以下である｡

為筥那覇溺

先に簡単に触れたように本層は島尻層欝のうち

小禄砂岩以下を指すものとして定義されたものである占

地表に露出しているのは本層の最上部を占める小禄

砂岩およびその下位に接するシルト質粕土岩の最

上部だけであるカミ先に述べた郡覇1号井および与那

原五号井の坑井地質の相互関係からすれば本層の全

層厚は至ヨ000㎜前後ばあるものと推定される由また

砦棉は主おして暗灰色のシルト質粘土岩から溶り

数枚の綱粒砂岩の厚層あるいは綱粒砂岩勝ちの砂

泥亙層を爽育するものと考えられる､匁おL献岬

(196遂)は先に述べた専郡原ヱ号井ぽ屍られる地層

を一括して与那原部層(Yonabam皿embe･)と呼んで

いるので彼の与郡原部層は実は上位の与郡原層

および下位の那覇層の2つの独立した層からなると

しな:けれぱならない.

小禄砂岩は那覇市小禄付近に発達し微紬粒砂岩

を主とする地層を模式とするものでMacN副(1960)

の与郡原粕土部属の最下部を占める塊状砂岩に碧るも

のである屯本砂砦属の厚さは軸よそ卿蛆程度である

か主調査地域内紀おいては傾斜がゆるいため北

中蛾村渡口1美盟村古謝簿の地形的に低いところに

かなり広く分布している,小禄砂砦の下位に接する

暗灰色グルルト質粘土岩は籔ザ市南部において琉

球肴灰渚の下にわずかに露出しているに過ぎ匁い､

申生層を圭体とすると推定される基盤岩類と郡覇

層をの随艦的な関係は雨者の鏡界付近が園頭礫岩

およぴいわゆる琉球看灰糊なって被羅きれているた

め明らかで板い淡元来不整含であつたものがそ

の後の地変のため現在では断層で接しているものと

推定される.�
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亙..構造

今次の調査地域の南西部にきわめてゆるい向斜･背

斜構造が見られるほか全体として南東方にゆるく傾

斜した単斜構造をなし上に述べた基盤岩類との境をた

す断層のほか断層にも見るべきものがない.

(5)那覇1号井の周辺地域(第13図)

那覇1号井の周辺地域の準精査を行荏い坑井地質の

ところで述べたB層が地表の小禄砂岩にほかならない

ことを明らかにし得た.地質図(第13図)に示されて

いるように準精査地域に分布する島尻層群は与郡原

層の下部および那覇層の最上部(大部分は小禄砂岩)か

らなり南東方にゆるく傾斜する単斜構造をなしている.

11.地表微化宿調査とその成果

上に述べた地表地質調査の際採取された試料および

那覇1号井付近から玉城村志堅原にいたる路線に沿って

採取された試料についてそれぞれ底棲有孔虫および浮

遊性有孔虫を主にした調査を行なった.

(1)沖縄本島南部地区北部

試料採集地点が断片的な勝連半島および津堅島を除い

た今次の調査地域内の与那原層は那覇1号井について

述べたA群集帯のものとほぼ同じ底棲有孔虫群集によ

って特徴づけられている.また浮遊性種について見

ると上記地域内の与郡原層は坑井地質のところで述

べた意味でのGZo晦θブ初η砂伽伽3共存区間帯に属す

る.

(2)国場榊志堅原賭線

本路線虹沿りて分布する与那原層のうち大里村稲嶺

付近から上り傾斜(updip,層準としては下位とたる)側

は上に述べたα05独ブ加η桝･肋ε∫共存区間帯に

また下り傾斜(downdip,層準としては上位となる)

側は助伽㈹泌･κz妙ぬ∫3棚{舳伽α共存区間帯に属

する.歩帯を特徴づける種のうちとくに重要なものは

次の5種である.

α060グ肋伽α洲ψη加∫

σ加伽勿

肋肋励伽α0ろ伽〃06〃Z物

3加伽0{3加Z妙必3θ17曲〃伽α

且3泌ゐ〃56伽∫

B1ow(1959)および斉藤(1963)によればVene･uel･

および日本本土においては中新統上部の浮遊性有孔虫

による共存区間帯の重なりの順序(Sequ㎝ce)は次の

ように狂っている(上位より).

助ゐα勿η倣刀θ〃ψ3{∬召〃2主7吻伽"

α0ろ0ヅ0加伽η吻"洲チ1吻"協祉α0ろ独ブ{刀伽砂･

θ〃加∫

α0わ0r肋肋ηW〃α0ろ紐伽α刀砂伽伽∫

したがって上記の各共存区間帯が汎世界的に適用さ

れるものであれば下位の2共存区間帯の境界カミ国場

～志堅原路線のどこかに入ることも考えられないことで

はない.しかし抗弁地質のところで述べたように

われわれの研究はこの問題および関連する諸問題に答

えられるところまで進んでいない.

12.地表有機物調査とその成果

地表に露出する島尻層群(大部分は与那原層に入る)

中の泥質岩を対象として炭化水素鉱床調査の観点から

有機物調査を行なった.試料の採取は次の3側線に

ついて行なわれた.

琉球石灰岩と専那原層との不整合

(宜野湾市野嵩)

鷲灘警箏紳/�
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知念～那覇潮線17地点20試料

西原～浦添側線11地点工1試料

勝運～山田側線9地点9試料

実験のキャパシティの関係で予定した分析をすべて

完了するところまで至っていないが現在までに得られ

た資料からほぼ次のことがいえる.

抽出量の平均値はおよそ0.04重量%を示し南関東･

宮崎の両ガス田の平均値0,028%よりも大きく新潟油

田の0.06～0.13%(平均0,097%)よりも小さい.

抽出物中の炭化水素含量すなわちパラフィン･ナフ

テン･アロマテイクの各炭化水素の含有量の合計は抽

出物の全量に対しておよそ31%を占めきわめて高い

値を示す.この数値は新潟油田の七各層の値とほぼ同

じである.

13.技術指導

琉球政府関係者に下記の諸点について技術指導を

行なった.

(1)天然ガス試験井の掘さく試料採取電気検層

坑井地質調査コア試験(有孔虫および地化学)

坑井仕上げおよび産出試験に関すること

��

��

��

��

(6〕

て4.

��

��

天然ガス鉱床の地質調査法

天然ガス鉱床の微化石調査法

天然ガス鉱床の地化学調査法

天然ガス鉱床学一般

地質調査に伴う地形測量法

総括

本調査は日本政府の技術援助計画による沖縄にお

ける天然ガス鉱床の第3次調査である.

今次調査の目的は小深度の試錐による調査によ

��

��

��

��

��

��

��

って沖縄本島南部地区の天然ガス鉱床学的性格

の一端を具体的に明らかにするとともに第2次

調査よりの継続事業として沖縄本島南部地区北

部の地表地質調査を行なうことにあった.

差し当り那覇市国場付近の主要な帯氷層である

小禄砂岩およびその上下の地層について地下の

地質学的ならびに天然ガス鉱床学的情報を得るた

め試錐地点は那覇市国場の国場橋のもより地点

に選定された.

深度435mまで掘さくされた那覇1号井には上

位よりA(185mまで)B(263mまで)C(336m

まで)D(369㎜まで)E(397mまで)およびF

(397m以下)の岩相層序の大区分が認められた.

以上のうちA層は与郡原層の下部にB～F層

は那覇層の上部にまたB層は那覇層最上部の

小禄砂岩に当るものである.

那覇1号井に見られる地層は全体としての公海

性の亜熱帯低浅海区の堆積物であるが一部には

半深海区および真浅海区の堆積物カミ合まれている

ことも予測される.

那覇1号井に見られる地層は全体としてαoろ一

毎加刎η砂彬加∫共存区間帯に属する.

本試験井のB層す狂わち小禄砂岩が与那原

1号井の“SandstoneA"に対比されるものと考

えられる.

那覇1号井においては間隙水のC1一は深度200

m付近で1,000価g/1前後まで低下しガス量の低

下ともおよそ対麻している.B層の基底の263

mを超えるとC1Iは深度とともに増加し335m

で4,500mg/lをご蒙る.

⑩那覇1号井のコアの有機物抽出量はおよそ0.03重

与郡原層の露頭(中城村中城公蟹)

与郡原層中の細粒砂岩(申蛾村併合室出張っている部分がそれである)�
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量%で南関東･宮崎両ガス田の炭化水素の推定

根源岩の平均値にきわめて近くまた摘出炭化

水素量はその19～45%で新潟油田の石油の推定

根源岩に匹敵する値を示す.

⑪産出試験によって得られた産量関係の主要な数値

は次のようであった.

(i)深度201～264mの間

ガス質CH487127容量劣(大気混入のある値)

水質PH8.35C1-242mg/1

ガス水比およそO.056(1:19)

付随水の産出指数およそ30kIノ目/k9/cnユ2

ケｰシング外径97m皿

水温27.80C

(ii)深度405～435mの間

ガス質C町98～99容量%

水質PH7189C1-8,320mg/1

ガス水比およそ0.95(ほぼ1:1)

付随水の産閏指数およそ40k1個/kg/㎝ユ2

ケｰシング外径73mm

水温30.0℃

⑫沖縄本島南部地区北部の島尻層群は与郡原層の.

下部および那覇層の最上部の小禄砂岩およびシル

ト岩からなり南西部にゆるい向斜･背斜構造が

見られるほか全体として南東方向にゆるく僚斜

した単斜構造をなし断層には見るべきものがない.

㈹国場～志堅原路線について行放った浮遊性有孔

虫調査の結果によれば与那原層の上部は8海

㈹砂〃3Z伽3ゐ5θ〃ガηα伽α共存区間帯にまた

同層の中下部はα0物"伽刀砂伽肋ω共存区間

帯に属する.そして那覇1号井に含まれる那

覇層の上部もまたα0晦〃伽〃砂肋加∫共存区

間帯ぽ属する｡す衣わち与郡原層および那覇

(郡鰯嚇小縁)

1号井に含まれる那覇層の上部はすべて中新統

上部に入る.

ω地表の島尻層群中の泥質岩の有機物抽出量の平均

値はおよそO.04重量%で南関東･宮崎の両ガ

ス田の平均値0,028%よりも大きく新潟油田の

O.06～O.13%(平均O.097%)よりも小さい.

抽出物中の炭化水素含量は抽出量の全量に対し

ておよそ31%を占めきわめて高い値を示す､

15.むすび

以上に述べたところはあわただしい現地作業の間に

とりまとめた中間報告を軸としこれに帰任後約半年間

の各分野の研究の結果を加えたもので大綱の変更はた

いカミ今後の細部にわたる検討によっては若干の改訂

増補が必要となるかもしれない.しかし最終的な専

門家向きの報告書の完成にはなおかなりの暗目が必要

と考えられるのでお世話に狂った沖縄の方々および

ご後援下さった本土の方々に1目も早くこれまでに

得られた成果の概要だけでもお知らせしてわれわれに

寄せられたご好意に報いたくこの記録を本誌に寄せる

こととした次第である.

今次の調査の成果の中でとくに注目されるのは那覇

1号井の深部のガス水比がおよそ1:1で深度対応ガ

ス水比に対しそおよそ100%のガスを保有することを

示していることである.すなわち水溶型の高ポテン

シャルのガス層の存在がはじめて沖縄本島南部地区で

確認され当地区の天然ガス鉱床の開発に明るい希望

が持てるようになったのであるカミ今後さらに他の数

地点において試錐を実施しこの点に関する確認を行な

う必要がある.

今次の調査の成果から導かれるもう1つの重要なこと

小禄砂幾瞭の澱彗蛸粉

(郷轟前異憲)�
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は那覇1号井の坑井地質と与那原1号井その他の既』一

存の諸坑井の坑井地質との関係から見ると沖縄本島商奪

部地区の新第三紀層の下部すなわち那覇層にはそ童

の最上部の小禄砂岩のほかにも連続性のある砂質岩層

かか在り発達していると考えられることである.これ

ら砂質岩層の浸透率その他の貯溜層としての価値判断に

必要な数値は個々の砂質岩層に関する各種のテストの

完了をまってはじめて明らかになるが貯溜層に連続

性カミあるということは水溶型天然ガス鉱床の成立を左

右する大きな要素の1つであってこの点からも当地

区に大きな希望が持てるように狂ったことはまことに

喜ばしいことといわなけれぱならない.

さでこれまでに実施された3次におよぶ調査の結果

明らかにされた事実から沖縄本島南部地区の天然ガス

鉱床調査のためにさし当って今後実施すべき事項とし

て次のことが導かれる.

ω試錐調査深度500～1,500m級の試錐を数本実施し検層

･坑井地質･微比肩･重鉱物･粘土鉱物･地化学(有機･

無機)･コアの物性･産出などの調査･試験を行なう

(2)物理探査まず重力探鉱概査を次いで同準精査を実施し

必要があれば海域のスバｰカｰによる調査を行なう

地震探査については今後の調査研究の推移によって考慮

する

(3)地表地質調査薪第三紀層の分布地域をカバｰする1:25,

O00の地質図を完成するほか天然ガス鉱床の研究に必要

な基盤岩類に関する調査研究を行なう

(4)構造調査主として島尻層群に見られる節理･断層･禰曲

について調査研究する

(5〕地表徴化万調査主として新第三紀層の有孔虫について調

査研究する

(6)地表精土1寛鉱物調査主として島尻層群の粘土1重鉱物

について調査研究する

(7)地表地化学調査有機物関係の調査研究の終了をまって堆

紳網本島最南端の鉄球石灰岩の台地健児の塔姫百合の塔黎鯛の塔など

多数の慰霊碑があるのはこの付近台地の先端は海蝕のためずり落ちている

義隷石灰岩の平たん地形沖縄本島南部こああ是3ぽ紳誰戦最後の激戦地

で一家全滅の家敷跡がしばしば見うけられる付近は一面の砂糖きび畠であ

る

(8)既存坑井に上る調査既存坑井の地質資料を収集し地表

地質と総合して島尻層群の立体的把握に資するととも

に天然ガスおよび付随水に関する地化学的調査研究を行

なう

⑨地質学的･天然ガス鉱床学的総合調査以上の各部門別の

調査研究の成果をとりまとめ今後の探鉱･開発の方向を

打ち出す上に必要な調査研究を行なう

以上の中でも今後の調査の中心とになるのは(1)の

試錐調査である.試錐を行なうべきの地点の選定には

学術的柾理由のほかにも立地条件その他のいろいろの

条件カミからみさらにその順位の決定となると関係

者の間で議論百出と枚るあが常であるカミ沖縄本島南部

地区における第2号試錐の位置は那覇1号井の上り傾

斜側にすべきことに意見の一致を見た.そのもっとも

大きい理由はできるだけ浅い深度の試錐で島尻層群の

基底に達し地表および既存の坑井の資料と合わせて

早急に島尻層灘の地質柱状図を完成する必要に迫られて

いるからである.差し当って深度は1,000～1,200狐

を予定している.

沖轟6最北端に当る辺戸岬古生層の石灰岩からなりここから本土最南端の与

論島が遠望できる�
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また第2次･第3次の調査は沖縄本島南部地区を

主対象地域として実施されたが琉球列島カミ占わる地質

学的柾らびに国際的地位の婁要性にかん秘み琉球列島

の天然ガス欝源全般およびその緑体をなす地質全般に関

する地道な調査研究を沖縄往民を含むわれら属本人の

手で継続実施する必要がある､この場合の重点調査

対象地域としては沖縄本島の名護町･恩納村山蘭およ

び竹當島1看垣島1富古鳥匁どのほか沖縄本島南部地

区周辺および宮古1八重山1尖閣離島匁どの海域地区を

1挙げることができる.

巻頭の引用旬はイギリスの有名在天文学者SirJohn

FredericたW三11iamHerscbe1(1792～1871)カミケンブ

リッジ大学に存学中に2人の友人と誓い合った言葉で

ある(南原1967)われわれが従事している仕事が何

であろうとこの世界をよりよいものにして後代に伝

えるために努力することはわれわれ人聞の本分であろ

う.このたび沖縄で仕事をする機会を与えられて私

どもはこの人間の本分に対する認識を新たにした.ま

た私どもの派遣に要した経費はいうまでもたく国民

の税金によってまかたわれておりかつ私どもを受け

入れるために沖縄住民の税金の中から相当狂支出が

放されている.さらにわれわれの仕事の成果は直

ちに英訳されて外国人の批判の目にさらされるものと

考えなければならない.以上に述べたような事情を考

えるとわれわれの沖縄での仕事の成果は高度の学術

的･技術的批判に賦えるものでたければたらないと同時

に仕事に臨むわれわれの心構えには少しの遊びも許

異蒜川村津蟹縞終漉櫛恕鰯蛮薦一狩

されない.結論を述べれぱわれわれの沖縄での仕事

は確実な資料の積み重ね方式によりしかも最短距

離で当面の目標に到達するものでなければ衣らない､

天にとよむ大ぬし天に鳴響む大主(太陽)

あけもとろのはなの渦巻く光と紹の花が

さいわたりあれよ咲きわたりあれよ

みれよきよらやよ見れよ美らよ

父ち夫とよむ大ぬし地天に鳴響む大主

(おもろそうし)(森岡1967)

上の歌は沖縄の万葉集ともいわれる｢おもろそうし｣

の中の1首とその和訳(一部改変)である.慶長14

年薩摩の征服を境として沖縄の言葉と文学とは一変し

てしまったがそれ以前の歌謡を集めたものがrおもろ

そうし｣で大体12世紀から17世紀までの歌謡が含ま

れているといわれている..この歌集が編集されたのは

沖縄がもっとも栄えた第二尚王国時代である.沖縄の

自然はいまも明るく美しい.しかし薩摩と中国の

二重支配にあえいだ封建時代以後のいわゆる琉歌には

海原から燃え上る太陽を的確に感動的に歌いあげた

上の1首に示された古代の心の名残りさえない.

沖縄住民の生活向上への努力と本土政府の技術･経済

援助とが1目も早く実を結んで沖縄の住民が明るく

笑いし自然を的確に歌い上げ得た古代の心をとり戻すこ

とをわれわれは心から期待している.

沖縄と大和

今や隔ても

心い言葉や

ひとっさらめ

(森岡健二)
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